
主題：神の家また神の都としての召会を建造するための
主の回復の内在的な意義

神の建造のために、キリストを神の家におけるあらゆるものとして経験する
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ゼカリヤ書が示していることは、神の動きの中心性と普遍性であり、また地上におけ

る神のエコノミーを成就するキリストが、人類歴史と、また大いなる人の帝国と、特

にペルシャ(第1-6章)とギリシャとローマ(第7-14章)の帝国と、密接な関係があると

いうことです。
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ゼカリヤ書の負担は、一の立場であるエルサレムに戻ってきた人々を助けて、神の目

的を見させることでした。神の目的とは、シオンの山に宮を建造して、地上における

神の権益の中心と実際とすることでした：
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神の建造のために、キリストは成長して生み出す若枝、注入し建造する石、はぐくみ

養う牧者です――Ⅰコリント3:9, 12．ヘブル13:20．エペソ5:29：

エホバ

エホバ

6:12-13



4:2 7:14 1:22-23

2:19

1:26

6:12-12 8:1-2 4:14-15

7:25-26 8:1-2

1:26 22:1 10:18

3:8 -9

9 4:10 5:6 4:5

28:16 118:22 21:42

2:4-8 3:9 4:7

6 12-14 12:10 3:2 1:9

11:7 2:1-2 5 8-9 11 21:15-17

10:1 12:10

10:3

8

12 3:17

14:9

2004 Living Stream Ministry©


